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   全国学童保育研究集会が１０月２８日（土）、２９日

（日）に愛知県で開催されます。全国の学童保育関係者と

集い、交流できる数少ない機会です。全国集会に参加する

とほとんどの人が「元気をもらった、明日からまたがんば

るぞ」との感想を寄せてくれます。また来年の全国集会は、

東京で開催される予定です。参加してみませんか。  

今月号の一押し 

その１ 

特集・どうしよう？習い事・塾 

我が家の「習い事・塾」顛末記 
そろばんを習わせたい親の思いとはうらはらに、バレエを

がんばるお姉ちゃん。サッカーさせたい親の気持ちも何のそ

の、姉と同じバレエを始めた弟。毎日楽しそうに踊っている

子どもたちを見て、親と子は別の生き物だとわりきって好き

なことをさせてやろうと思う」と悟った田坂さん。でも…「あ

ーあ習字行きたくないなー」「公文の宿題こんなにたまっちゃ

ったよー」「だってお母さんが行けって言うんだもん…」よく

聞く子どもたちの呟き…。なかなか田坂さんのようには行か

ないようです。 

その２ 

特集・どうしよう？習い事・塾 

限られた時間でも、それぞれの居場所を
富士見市市立ふじみ野放課後児童クラブ 川合 香子 

習い事で週３日早退の久美ちゃんにとっても、週３日お休

みする美香ちゃんにとっても、学童保育がとてもとても大切

なところなのがわかります。私の学童保育にも週４日早帰り

する子がいます。でも…たった３分しかいられなくても、仲

間たちに私たち指導員に会いに帰ってくる。唯一５：００ま

でいられる水曜日には、他の日の分を取り戻すべく思いっき

り遊んでいます。習い事に振り回されずに、その時にしか味

わえない子ども時代を精一杯楽しんでほしい…という指導員

の思いもあるけれど、こんなふうに学童保育を大切なよりど

ころにしている子の気持ちも受けとめていきたい。 

 

 

どうしよう？習い事・塾 

「どうする？」「そうだ！」「やっぱりね…」 

我が家の「習い事・塾」顛末記 

保護者のみなさんからの投稿 

 

「よりどころ」としての学童保育 

名古屋市富士見台学童保育所指導員 服部 洋子 

 

限られた時間でも、それぞれの居場所を 

富士見市市立ふじみ野放課後児童クラブ  

指導員 川合 香子 

 

子どもに今、必要なことは？ 

天童市天道南部第二学童保育所指導員 横山 美和 

 

自分の子どもは自分で守る 

筑波大学人間総合科学研究科教授 近藤 良享 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月号の特集 



 

今月の都連協人 
 

特集・どうしよう・「習い事・塾」顛末記 

我が家の「習い事・塾」顛末記 

目黒区区立区民センター児童館分室 

田道学童保育クラブ 朴 明姫 

 

読者のひろば 

お風呂マットの意外な活用法 

練馬区指導員 長尾 京子 

 

 

  

         ほいくニュース 

           について 

    

① ほいく誌の感想、このニュースへの意見、いろいろお 

寄せください。 

② 作り手も募集しています。 

 

今月号の一押しその２ 

その１ 

子どものひろば 

小山市間々 田小あおぞら学童クラブ 塩川 翔馬 

野球で遊んでいる翔馬くん。ツーベースやスリーベー

スが打てた時はうれしいだろうね。たまにけんかをする

けれど、次の日はちゃんとなかよくなれるのがいいなー

と思います。ウチの学童保育の仲間たちも、いつもけん

かしながら野球をしています。そりゃーすごい言い合い

をして途中で分裂…なんてことも…。でもフシギ、あん

なにけんかをしてたのに、やっぱり次の日またやってる。

そしてまたまたけんか…。そんなにけんかするならやら

なきゃいいのにーと思うくらい。それでもまた“おーい

野球やろうぜ～！”笑っちゃいます！！ 

  

  

 

その２ 

    ◎おすすめします この絵本◎ 

『Ｆｏｒ Ｙｏｕｒ Ｂｉｒｔｈｄａｙ 

あなたの うまれた ひ』 

“ぼくが生まれた時もこんなに喜んだの？”忙し

さのせいでいつも叱ってばかりの親も、あの日幸せ

でたまらなかった時間を思い出させてくれる…とい

う絵本。そして、読みきかせのあと、みんながにっ

こり、ほんわかになってしまうそうです…ステキ。

夏休みが終わって、ギスギス・トゲトゲの心が目立

ち始めた子どもたち。是非是非読んであげたいな。 

その３ 

    子どもたちのまなざし 

けんか・トラブルこんなとき親はどうする？ 

大阪市立加賀屋小学校教諭 土佐 いく子  

土佐先生のクラスで、けんかをして子どもが一人

けがをしてしまいました。その時のすばらしい親の

対応を学級だよりに載せました。けがをした子の親

のおおらかな対応、けがをさせた親の行き届いた気

配り。けがをさせた子の翌朝の行動。大人も子ども

も人づき合いが下手になっている今日この頃。子ど

もたちの生きる手本になった話しです。 

次号予告１１月号 

特集・子どもを守ろう 地域の中で 

・ ＣＡＰの実践から見た安全対策について 

                   森田ゆり 

・ 防犯に関わる安全対策の現状と課題  

喜多明人 

ずいそう              清水眞砂子 

講座・障害児の発達保障と生活づくり 

 白石正久 

  子どもたちのまなざし        土佐いく子 

試せばハマる家事のワザ        佐光紀子 

カメラでこんにちは/父母会/子育て日記/わたしは指

導員/クイズ/まんが/子どものひろば/読者のひろば/

ほか 


